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本書は，現代の海洋汚染問題という切り口から，海

洋の果たす役割や櫛洋で見出される;様々な現象のメカ

ニズムについてわかりやすく解説したものである。海

洋モニタ リ ングとそデソレ化の~I僚や海洋|問題におl する

行政の現状など幅広い領域についても取り上げられて

おり ，本主主ーを読むことで海洋に関わる問題を総合的に

知ることができると思う。植物プランクトンと海洋環

境との関わり合いについても|随所で取り上げられてい

るので，広い視点から藻類を見直す意味でも藻類研究

者に一読をお奨めしたい本である。

まず第li'主では，実際にどのような海洋汚染が問題

とされているのかを紹介している。部If分解性化学物

質，重金属汚染，有機スズ化合物汚染，Jjj( iIlI汚染，プ

ラスチック汚染といった様々な汚染物質について，歴

史的経線や問題点が概説されている。実に多i様な汚染

が海洋で見I:Uされ，今後地球環境に深刻な影響を与え

る可能性のあることを指摘する問題提起の誌となって

いる。

海洋汚染の現状を知り，それに対する対策を講じる

には，海洋そのものについての理解を深めることが必

要といえるだろ う。第2i事から第4訟では，海洋と密

接に関連した地球規模の環境変動やその基礎となるメ

カニズムについて，そして海水"1:1の微生物の!U)J!lqや海

の熱帯雨林ともいえるサンゴ1i¥!¥の働きについて，様々

な研究成果が紹介されている。最新の トピックスが明

解な図とともに盛り込まれている。例えば，現場の植

物プランク トンの噌殖因子としての鉄の重要性を説い

たマーチンの欽制限仮説や槌物プランク トンの生産す

るDMSPというイオウ化合物の硫黄循環における役割

できる。全体を通していえることだが，本書では様々

な専門用語が頒wする。しかし具体例を挙げた説明や
我々の身近な現象に例えた説明など迎併を助けるため

の工夫がなされてお り， 容易に読みすすめることがで

きる。

海洋環境のように複雑なシステムを解析するため

に，システムの1fUJきを予測で、きるようなモデルを様々

な仮定のもとで椛築し，実際にモニタリングした結果

と比較するという方法がとられているようである。そ

れらの実際について第5章と第 6Ì~i:で紹介されてい

る。人工衛星によるモニタリングや著者自身が行った

民間のフェリー船による海洋観測， そして海洋汚染あ

るいは海洋環境変動を探るための分析法 ・言hJlIJ法が，

JfJlr析結果とともに紹介されている。またモデル化の方
法や考え方に|刻しては，磯焼け現象とその原因が具体

例として取り上げられている。これは特に海藻研究者

には興味深い内容といえるかもしれない。

海洋の調査・研究は，ともすれば規模の大きな仕事

になりがちだが，環境保全に関しては，日常生活での

個人レベルの考。え方と笑践が重要であり基本となるだ

ろう。故後の第 7誌では，海洋l3ri境を保全するための

対策技術，行政而からの国際的な取り高11みと日本の取

り組みについて紛介されており ，我々一人一人の海と

のつきあい方について考えさせられる諮となってい

る。ここでこの草の終わりの著者らの言葉を引用 した

い。r.. 海は科学の楽しみを得られる絶好の場所で
す。湖の干i前¥サンゴ保の多株さ，干潟やマングロー

プなどの沿岸位iilll地の11巴沃さにふれること，パーソナ

ルコンピュータを使って海洋の変動のメカニズムに思

いをはせることなとeすべて個人としての探求のために

IJf.Jかれています。.• • J。地球環境の1:1:1で淘洋の果た
す役割と海洋のかかえる様々な問題について取り上げ

ることで，著者らは我々一人一人に rifi}:jとは何かを
問いかけているようである。

本tliの巻末には，個々の研究の参考文献の紹介に加

えて，海洋関連の情報を載せたインターネットのホー

ムページアドレスやパソコン通信のフ ォーラムが，簡

単な内容紹介とともに付記されている。最新の情報を

探すのに便利である。私自身も早速利用させていただ

なと，論文でしかお目にかからないような海洋学の新 いた。

しい知見が紹介されており，興味深く読み通すことが 河地正{r!1 (海洋バイオテクノロジー研究所)




